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Ａ．研究目的 
好酸球性副鼻腔炎は、2000年頃から日本を中心と

した東アジアで増加してきた好酸球浸潤の著明

な難治性副鼻腔炎である。この副鼻腔炎は、経口

ステロイド薬のみが有効であり、内視鏡下鼻副鼻

腔手術後もすぐに再発することが多い。発症機序

は不明であり、病態の解明も未だ不十分である。

しかしこれまでの難治疾患克服事業として、全国

多施設共同で過去 3 年間（2007 年～2009 年）の

副鼻腔炎手術症例解析（3417例）と予後調査を行

い（JESREC研究）、簡便な臨床スコア（JESRECス

コア）による診断基準と重症度分類を作成したこ

とで、好酸球性副鼻腔炎の概念が一般に浸透して

きた。 

本研究班では、好酸球性副鼻腔炎の一般市民への

普及と医師への啓蒙のため、ホームページを開設

する。 

さらに2014年～2015年の2年間に手術を行った

症例を前回と同じ施設を含む全国 18 施設共同で

検討し、症例数（率）、JESREC 研究におる重症度

割合の変化を調べる。とりわけ鑑別を要する疾患

との関連を検討する。一方で、診療ガイドライン

作成を目的に、保存的治療法と手術療法の効果、

改良点について検討する。 

 

Ｂ．研究方法 

好酸球性副鼻腔炎のホームページは、Home、概要、

一般の方へ、STAFF only、お問合せの5パートと

した。概要では、JESREC Studyとは、組織、関連

リンクから成る。一般の方へのパートにおいては、

難治性好酸球性副鼻腔炎とは、Q&A よくあるご質

問、オープンアクセス論文を掲載した。 

各施設における症例登録は、電子登録であり、以

下の内容が登録できる。施設番号、性別、年齢、

発症年齢、身体所見（鼻茸、粘稠な鼻汁、後鼻漏、

顔面痛、嗅覚障害、嗅裂閉鎖、骨導閾値上昇、中

耳貯留液）、鼻茸スコア、喫煙、血液所見（血中

好酸球率）、抗原特異的 IgE、呼吸機能、副鼻腔

CT スコア（Lund-Mackay スコア）、鼻茸組織中好

酸球数、合併症（気管支喘息、アスピリン不耐症、

好酸球性食道炎、好酸球性胃腸炎、慢性好酸球性

肺疾患、好酸球性膿疱性毛包炎、好酸球性筋膜炎、

アレルギー性気管支アスペルギルス症、アレルギ

ー性鼻炎、アトピー性皮膚炎、食物アレルギー、

蕁麻疹、薬剤アレルギー）、JESREC スコア、好酸

球性中耳炎の大項目と小項目を簡便に選択式で

登録できる。 

さらに症例登録後、経口ステロイド（プレドニン
Ⓡ、セレスタミンⓇ）、抗ロイコトリエン薬、抗PGD2

受容体拮抗薬、鼻噴霧用ステロイド薬、漢方薬に

おける治療効果に関し、visual analogue scale

およびQOL評価表にて評価できるページも作成し

た。 

登録された内容は、すべての項目で統計処理がで

研究要旨 

好酸球性副鼻腔炎の啓蒙のため、「好酸球性副鼻腔炎の疫学、診断基準作成等に関する研究」の題

名でホームページを立ち上げた。一般向けに好酸球性副鼻腔炎の概要を記載するとともに、関連す

る論文の閲覧もできるようにした。今後、Q&A、治療ガイドラインの内容等を追加し、内容を充実さ

せていく。さらに 2014 年～2015 年の 2 年間に手術を行った症例登録、保存的治療成績の検討のた

めの患者登録を電子登録とし、ほぼシステムを完成させ同じホームページ上のSTAFF only用のパー

トにセキュリティーをかけ作成した。すべての項目で統計処理ができるようにプログラムされてい

る。今後、新倫理指針にて承認を受けた施設から登録していく。 
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きるようにプログラムされている。 

 

（倫理面への配慮） 

平成29年5月30日から施行される「人を対象と

する医学系研究に関する倫理指針」の改正版（新

倫理指針）に則って、本研究を行う。症例登録に

関して、申請内容が新臨床指針に適応しているか、

全ての施設で見直しを行っている。承認後、一斉

に開始する。 

 

Ｃ．研究結果 

好酸球性副鼻腔炎の啓蒙のため、ホームページを

立ち上げた（https://jesrec.jp）。ホームページ

上にて本研究での患者登録システムにアクセス

できるようにした。個人情報管理のためセキュリ

ティーは厳重になっている。現在のデモ URL：

https://jesrec.jp/admin/となっている。入力項

目に関しては、最終的な検討に入っている。 

 

Ｄ．考察 

研究分担者と相談し、ホームページの充実を図る。

掲載内容はわかり易くする。一般人向けQ&Aを完

成させる。日本耳鼻咽喉科学会、日本鼻科学会と

協力して治療を含めた診療ガイドラインを完成

させる。 

 

Ｅ．結論 

好酸球性副鼻腔炎の診療ガイドラインは、最終的

に Clinical question（CQ）タイプのものを作成

する。好酸球性副鼻腔炎に関しては、指定難病制

度を含め、「好酸球性副鼻腔炎の疫学、診断基準

作成等に関する研究」のホームページを見ればす

べてがわかるようにする。 

 

Ｆ.健康危険情報 

なし 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況(予定を含む) 

1.特許取得 

 なし 

 

2.実用新案登録 

 

 

 

 

なし 

 

3.その他 

 なし 


